
     

  

近畿大学医学部消化器内科学工藤正俊主任教授が肝癌の新規診断法の開発ならびに新規治療法、新規薬剤の開発

における多大なる研究功績が称えられ、SGH財団から SGHがん特別賞を授与され表彰されました。 

受賞式の模様は 1月 19日の読売新聞の朝刊に掲載されました。 


